A case of female urethral diverticulum calculus associated with multiple sclerosis by 種田, 倫之 & 荒木, 勇雄
Title多発性硬化症患者にみられた女子尿道憩室結石の1例
Author(s)種田, 倫之; 荒木, 勇雄










種 田 倫 之*,荒 木 勇雄**
A CASE OF FEMALE URETHRAL DIVERTICULUM CALCULUS 
       ASSOCIATED WITH MULTIPLE SCLEROSIS
        Tomoyuki  OIDA and Isao ARAKI 
From the Department of Urology, Utano National Hospital
   We report a case of urethral diverticulum with a calculus in a 52-year-old female. She had 
suffered from transverse myelopathy (flaccid paralysis) as a result of multiple sclerosis. She presented 
with total incontinence and urinary tract infection that did not respond to antibiotic therapy. We 
found a urethral diverticulum calculus by X-ray imaging and urethroscopy. Transvaginal urethral 
diverticulectomy with removal of stone was carried out without any complications. The removed 
stone was  35  X  31 X  19  mm in size and was composed of magnesium ammonium phosphate and calcium 
phosphate. 
                                               (Acta Urol. Jpn.  47:  51-53, 2001) 


























取 し,バ ルー ンカテーテルを留置 した.
初診 時現症:Th7以 下の弛緩 性対 麻痺 を認め た。
肛 門は弛緩 し外陰部に尿失禁 による と思 われ る発赤湿
軟 を認めた.
初診時検査所見:一 般血液生化学検査 に異常 を認 め
ず 尿沈渣 で顕微鏡的血膿尿 を認めた.
膀胱 内圧測定:全 尿失禁状態 にあ り,18Fr尿道 カ
テーテルのバルーンにて内尿道 口を閉鎖 して施行 した
(Fig.1).165ml注入 に て69cmH20,約2。4ml/
cmH20と,著 明なlowcomplianceを呈 し,尿 道括
約筋 は無活動 であった.尿 意 は得 られなかった.
画像検査:膀 胱造影 にて留置 した尿道 カテーテ ル脇
に膀胱 頸部 よ り尿道 にかけて径34×31×19mmの 結
石陰影 を認めた(Fig.2).
CTで は尿 道後壁 沿いに尿道 カテーテル と接す るよ
うに結石像 を認めた.
DIPでは水 腎症 は認 めない もの の,下 部 尿管 の拡
張,膀 胱 の変形お よび尿道 カテーテル周囲か らの尿漏
れ を認 めた(Fig.3).
精査加療 目的 にて1月19日当科入院 となった.
内視鏡検査:膀 胱尿道鏡 を無麻酔で施行 した.膀 胱
は浮腫,肉 柱形成著明で尿管 口は両側 とも開大 してい
た.近 位～中部尿道後壁 に広 い開 口部 をもった陥 凹状
の憩室 を認 め,そ の中に可動性 のある結石がは まりこ
んで いた.結 石 と憩室粘膜 との癒着 は認めず,ま た開
大 した外尿道口か らは結石 を直視 で きた.以 上か ら尿
道憩室結石 と診断 し,1998年1月26日経膣式 に縦切 開




































経過反射 は起 こらなかったことか ら無麻酔 にて施行 し
た.術 中血圧動態の変動 などを認 めなかった.術 後尿
道 に16FrFoley・カテーテルを留置 した.
摘 出標 本:摘 出 した結 石 は1個 で,35×31×19
mm,成 分は リン酸 マグネシウムア ンモニ ウム66%と
リン酸カルシウム34%から成 る混合結 石であった.
病理組織学 的所見:切 除 した憩 室組織 のHE染 色
像 を示す(Fig.4).表面 はほぼ全面に渡 り扁平上皮 で
被 われてお り,肥 厚 と軽 度の炎症細胞浸潤 を認 めた.
筋層 は浮腫 のため分断 され まば らになっていたが認 め
られた.な お悪性所見 は認めなか った.
術 後経過:術 後2週 間で尿 道 カテーテ ル を抜去 し
た.真 性尿失禁は きたさなか ったが,術 前 か らの溢流
性尿失禁の改善はな く,カ テ ーテル再留置 とした.本
症例 において は膀胱 がlowcomplianceで収縮 を認 め
ないこ と,自 己導尿 が不可能であ ること,患 者本 人の
希望 がないことな どに より膀胱拡大術,ス リング手術




















































摘 除を行 うのが望 ま しい.本 症例 において は結石 が比
較 的大 き く,憩 室 口が大 きく尿道に開いてお り,ま た
比較的深部 にあると思われたため,経 膣式にて施行 し
たが,ア プローチ と しては経膣 式,経 庭式,経 尿道式
などがあ り,経 膣式だけで も縦切 開,逆U字 切 開など
様 々な方法が試み られている.経 膣式 は他の方法 に比
べ憩室の完全切除 を行 いやすい一方 で,術 後尿道膣痩
をきたす可能性がある.少 女においては恥骨上式,あ
るいは経膀胱的 なアプローチで,時 には2回 に分 けて
行 う方 法が報告 されている7・9)また出産適齢期 の女
性 におい ては,中 隔筋層 をほ とんど損傷 しない経 庭
式,も し くは経膣式 にせ ざるを得 ない場合 で も逆U
字切 開 に よるvaginalflapにより中 隔筋層 の脆 弱化
を防止する必要がある とされている.
結 語
L女 子尿道憩室結石 の1例 を経験 した.
2.経 膣式で縦切 開によ り結 石除去お よび憩室 の一
部切除,縫 縮術 を施行 した,
3.摘 出 した結石 は1個 で,35×31×19mm,成
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